






:緒言: 

顎口腔系は、顎、顔面の骨格系､歯およびその支持組織、各組織の神経系、血管系、筋系な

どで構成されている機能的な単位である。この顎口腔系の機能を解明することは、成長発

育ならびに咬合を理解するうえにおいてきわめて重要な課題である。この課題を解明する

手段として、筋機能の客観的評価法として、現在、筋の活動様相を直接電気的に捉えられ

る筋電図が主に用いられている。 

一方、現在の食事や食物の性状などの変化から、顎骨の退化による顎骨縮小で、歯と顎骨

の不調和による不正咬合の増加が注目を集めている。この顎骨の縮小の原因として、咀嚼

機能の低下が考えられている｡ 

そこで我々は、顎口腔系の機能的発達を解明するために、機能の 1単位である咀嚼筋の活

動について､客観的手段として筋電図を用いて研究を行った。そして今回、叢生の原因と考

えられている咀嚼機能の低下と叢生との関係を明らかにする目的で､叢生者の咀嚼筋活動

量の分析を行い、正常咬合者との比較検討を行ったので報告する。 


